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１．ＰＣＢ処理安全監視委員会について

２．毎月２１日は安全の日

平成２９年３月

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１５５）

２月６日（月）に、平成２８年度第２回「豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会」（主催：豊田市）が豊

田ＰＣＢ処理事業所で開催されました。

今回の監視委員会では、豊田ＰＣＢ処理事業所での処理の進捗状況や運転廃棄物の処理な

どが順調に進んでいることを報告しました。

また、豊田市からは、豊田ＰＣＢ処理事業所への立入検査の実施状況と１月２５日に開催され

た監視委員会作業部会について報告がありました。

そして、環境省からは、ＰＣＢの早期処理に向けた国の取組内容について説明が行われました。

さらに、豊田市並びに東海４県からは、昨
年改正されたＰＣＢ廃棄物処理基本計画
に定められた期限内の処理完了に向けた
ＰＣＢ保管事業所に対する処理促進の取
組内容について説明がありました。
これに対し、各委員からは、スケジュール
感を持った取り組みを行うよう要請があり
ました。

平成１９年２月２１日から毎月２１日を『安全
の日』と定め、始業前に安全集会を実施して
います。（２１日が休日の場合、その前営業
日に実施）

また、施設内の安全を確認するためにパト
ロールも実施しています。

この『安全の日』は、過去の事故・トラブルを
忘れず、常に安全に操業し、事故等の再発
を防止することを目的として定めたものです。



３．産業医による健康講話の実施について
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当施設からの排気は、施設内の空気中に含まれるＰＣＢを吸引し、オイルシャワーで溶解除去
した後、更に活性炭吸着槽を通して安全に排出しています。
活性炭は定期的に交換しており、ＰＣＢ濃度分析を行った上で、外部の無害化処理認定施設へ
払い出しています。

（１）ドラム缶の払出し準備

１回にドラム缶を６０本分を準備します。

ドラム缶の内側に錆や破損がないことを確認し

た上で、廃棄する活性炭を詰めます。１缶当た

り１５０ｋｇ前後の重量となります。

ドラム缶蓋と蓋固定用バンドが確実に閉まって

いるかを確認後、払出しトラックに積み込みま

での移動中に荷崩れしないよう、パレット毎に

固定します。

（２）払出しトラックへの積み込み

ドラム缶を固縛してパレットに載せた状態で、

リフトを用いて払出しトラックの荷台まで移

動します。安全確保のため、リフト運転手に

補助者が数人付いて、リフト周辺の安全確

保やリフトの高さ等の調整を補助します。

豊田事業所では社員の健康管理の一環として、産
業医による健康講話を定期的に実施しており、本
年度第３回目を１月２４日（火）に開催しました。

今回のテーマは「冬の健康管理について」でした。
インフルエンザや感染性胃腸炎の予防・処置方法
についての説明や、冬場に多く発症する心臓病に
ついて講義を受けました。
特に心臓病については、寒冷刺激で血圧が上昇し、
心臓に負担がかかる季節なので、室内外にかか
わらず防寒対策が必要だということです。例えば、
風呂場で倒れるケースも脱衣所や浴室を温めるこ
となどが予防のポイントであると教えていただきま
した。


